
◆申し込み法◆ 

空席があれば当日参加も可能ですが、おおよその人数把握のために事前申込みをお願いしております。

「はぴすま聴講希望」または「はぴすま聴講とランチ希望」と記載の上、ご氏名、ご連絡先、勤務先   

（学校名）、同窓会員は学科と卒業期を、県歯会員は会員である旨を明記して FAX かメールで  

お申込みください。：11 月 24 日（金）〆切 

【申し込み先】新潟大学歯学部同窓会 事務局 

TEL/FAX 025-229-4166 メール alumni@dent.niigata-u.ac.jp 

 

                  

第 6 回 はぴすまカフェ講演会 & ランチ会のご案内 

 「 」   

講 師 熊 谷 直 大 先生 

日吉歯科診療所汐留 所長  

（新潟大学歯学部卒 35 期生） 

 “日吉歯科診療所 汐留”を立ち上げて早 2年、現在、新規予約は数ヶ月待ちの診療所へと成長を

重ねているそうです。今回、これまで熊谷先生が歩んでこられた予防歯科医療への挑戦の軌跡を、

その裏にあった苦労話やプライベートも交えてお話をしていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画・運営：新潟大学歯学部同窓会 準会員・研修歯科医支援部/女性会員支援部 

後 援：新潟県歯科医師会            

 

開催日 12 月 9 日（日） 午前 11:00～12:20（受付開始 10:30～） 

 

場 所 新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」 
（新潟駅直結 PLAKA 1 ビル内 2F ジュンク堂となり） 

 

聴講料 新潟大学歯学部 同窓会員、準会員(本学学生)  

新潟県歯科医師会員 

    上記以外の方：有 料 (3,000 円) ◆事前申し込みをお願いしております 

 

ランチ会食 定員 20 名 新潟大学歯学部同窓会員に限る（要 事前申込み） 

講演終了後、近隣のレストランで熊谷先生とのランチ会食を予定しています。 

1 時間程度、費用は自己負担（1,500 円～2,000 円程度を予定）となります。 

◆日本歯科医師会員の先生は、日本歯科医師会生涯研修事業単位を取得できます。 

IC カードをご持参のうえ受付にお越しください。 

新潟大学歯学部同窓会 準会員・研修歯科医支援部/女性会員支援部 

無 料 



 

熊谷直大先生 ご略歴 

2005 年  新潟大学歯学部卒業 

2006 年  Certificate, Advanced Education in Esthetic Dentistry,  

Tufts University School of Dental Medicine 

2009 年 Certificate, Postgraduate Prosthodontics,  

Tufts University School of Dental Medicine 

2009 年～ 医療法人社団 日吉歯科診療所 歯科補綴専門医 (Practice limited to Prosthodontics) 

2010 年  Master of Science, Tufts University School of Dental Medicine 

2010～15 年 Adjunct Faculty, Tufts University School of Dental Medicine 

2013～17 年 新潟大学 非常勤講師 

2015～16 年  東京工業大学 非常勤講師 

2016 年～ 日吉歯科診療所汐留 所長 

          Diplomate of the American Board of Prosthodontics 

（米国歯科補綴ボード認定専門医） 

    Fellow of the American College of Prosthodontists 

（米国歯科補綴専門医学会フェロー） 

 

講演抄録 

2005 年に歯科医師免許取得後、米国大学院留学、米国歯科補綴ボード認定専門医取得、日吉歯

科専門医診療室立ち上げ、日吉歯科診療所汐留開設、常に次の時代に必要なあり方、あるべき姿

を求めて挑戦を続けてきました。その中でも、まだ誰も実現できていないこと、皆が無理だとい

うことを現実化し、その成功事例を世に表出させることに特にこだわってきました。うまく結果

が出たものはわかりやすいですが、努力のわりに結果が出なかったもの、まだ結果が出ていない

ものもあります。“結果が出なければなかったものと一緒”。これが私の信条ですが、やはりその

都度全力で挑戦していれば、必ず失敗からも学びを得て、次の結果を出すための財産となってい

ます。私は運よく、年齢のわりに歯科医師として様々な経験を重ね、今日に至りました。短い時

間ではありますが、その経緯をみなさんと共有させていただければ幸いです。 


